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事業名

実施した事業の成果

実施した事業に対する評価

備考

・今回はより総合的な指導知識を学ぶため、第一部では他種目にも応用できる一般的な内容か
つキンボールスポーツに必要な内容を指導内容に盛り込んだ。やや内容が一般的な内容であっ
たため、受講者よりもっと深く知りたいとの声が多くあった。

・第二部においてはキンボールスポーツ指導の現場で活躍する講師が担当した。講義内容には
満足の声が多かったが、講習慣れしていない講師の担当であったため、寒い体育館で話を聞く時
間が長いなど、手際の悪さも目立った。運営側としても時間配分など流れをもっと事前に確認し、
調整、訂正する必要性があった。

次回に向けての改善点も少なくないが、中長期目標として、学校体育参画、異年齢交流等、ジュ
ニアへの指導を重点課題とする当連盟としての主催開催の価値、意義は高いと考えられる。

・受講者よりのアンケートからは是非次回も実施して欲しいとの声が多かった。

実績報告書

助成事業細目

スポーツ活動推進事業

スポーツ指導者の養成・活用

第3回ジュニア対象指導者キンボールスポーツワークショップ

ロゴマーク等の表示方法

（                                     ）

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開方法

・ホームページ掲載による周知

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者・

実施方法等)

〔実施事業の内容〕

名称：第3回ジュニア対象指導者キンボールスポーツワークショップ
期間：2013年2月16日(土）
場所：宝塚市立スポーツセンター総合体育館　会議室およびサブアリーナ
参加対象者：小学生対象のキンボールスポーツ指導者およびその指導者を目指す者
受講者数：44名
事業内容：
①講義＆実技講習1「コオーディネーショントレーニングを学ぶ」
講師　矢野琢也氏　兵庫大学健康科学部健康システム学科講師
②実技講習2「今日から実践！ジュニアのためのジュニア指導」
酒井英登氏　チームバンドリー（富山県舟橋村）　監督

事業の第三者への委任（委託等）の有無

・地元兵庫県下だけではなく、北は宮城県、南は沖縄県までの15都府県からの参加があり、今後
より各地域で専門的かつ対象に合わせた指導を行うことができる。

・第一部でのコオーディネーショントレーニングに関してはキンボールスポーツ以外のスポーツ指
導に関しても応用することができ、生涯スポーツ指導者と実践できることが多い。

・第二部での指導を受講した者は、レシーブやスライディングなどのキンボールスポーツでの基本
動作指導において、動作ステップ細かく分割し、どこの段階が良く、どこの段階に問題があるかを
見極め、最終的にできるように指導していく手順などが受講者の関心を捉えていた。このような動
作分析はキンボールスポーツ競技ではまだまだ実践している指導者が少ない状況であるため、
指導のバリエーション増加の一助となった。

ホームページ上の表示 活動場所での掲示（看板等による）

印刷物への表示 取得物品への表示

その他

有 無


